
 

 

 

資料３－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年３月 

教育部 スポーツ課

刈 谷 市 

スポーツに関する団体調査 

結果報告書【概要版】 
 



 

1 

 

I. 調査概要 

１. 調査の目的 

平成３０年度に『第３次刈谷市スポーツマスタープラン』を策定する基礎資料とするため。 

２. 調査対象及び調査方法 

調査団体 配布数 回収数 回収率 

体育協会  

レクリエーション協会 

スポーツ推進委員協議会 

37 37 100.0% 

総合型地域スポーツクラブ 6 6 100.0% 

障害者関連団体 5 5 100.0% 

大学 2 2 100.0% 

体育協会協力会社 10 10 100.0% 

ホームタウンチーム 12 12 100.0% 

 

調査方法：シート形式によるヒアリング調査 
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３. 調査項目 

体育協会 ・レクリエーション協会・スポーツ推進委員協議会 

1.現在の状況（登録人数等） 

2.登録人数増大のために実施している事業等 

3.団体の問題点・課題・解決策 

総合型地域スポーツクラブ 

1.現在の状況（会員数・指導者・会費等） 

2.実施している事業等 

3.クラブの問題点・課題・解決策 

4.地域との連携事業の実施状況と今後可能性 

障害者関連団体 

1.実施している事業等 

2.事業等実施における問題点・課題・解決策 

大学 

1.学生に対する健康・スポーツの取り組み 

2.保有施設の状況 

3.地域との連携事業の実施状況と今後の可能性 

体育協会協力会社 

1.社員に対する健康・スポーツの取り組み 

2.地域との連携事業の実施状況と今後の可能性 

ホームタウンパートナーチーム 

1.現在の状況（種目・所属人数） 

2.社内でのホームタウンパートナー制度の認知度 

3.ホームタウンパートナー制度の影響度 

4.ホームタウンパートナー制度の問題点・課題・解決策 

5.地域との連携事業の実施状況と今後の可能性 
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Ⅱ．調査結果 

【体育協会 ・レクリエーション協会・スポーツ推進協議会】 

登録人数の変化について 

 登録人数は５年前や１年前に比べて増加した団体が約３割台 

 

 

 

 

 

 

 

団体の現在の問題点・課題について 

 登録人数の減少、指導者の育成、運動施設の拡充・整備が主な問題点 

 

施設・設備について 

練習場所が確保できない（同じ曜日に他の団体と重なる） 

他市よりグラウンド施設が悪く、全国大会・県大会及び女子大会等の誘致に支障をきたす 

人材の確保・指導者の育成について 

登録人数が減少している状況の中、人数を増やす方法がわからない。特に若い人を増やしたい 

指導者をより多く育成して、指導成果を企業並びに地域社会に認めていただくことで団体活動が活性

化していきますので、指導者の継続的な育成が必要です 

 

【総合型地域スポーツクラブ】 

クラブの現在の課題について 

 「会員の確保」が最も高く、次いで「財源の確保」「指導者の確保」「活動拠点施設の確保・維持」

が主な課題となっています。 
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【障害者関連団体】 

運動・スポーツに関するサービス・事業等の実施における問題点・課題について 

 会を運営するスタッフ不足、利用施設の確保が主な課題となっています。 

 

施設・設備について 

障害者専用の施設（刈谷市心身障害者福祉会館）はあるが、スポーツ大会を実施する会場が狭く、正

規のコートが作れない 

会場予約が難しいことがある。会全体としても行事は年間で予約ができるが（心身障害者会館のみ）、

２か月前となると、土日は一杯になっていることもある 

大会を運営するスタッフ不足 

大会運営の健常者のボランティアスタッフ不足 

その他 

精神障害者は運動をする機会が少ないと思います。運動をしないことは身体にも良くない 

ボッチャ等のスポーツを楽しんでいますが、大会に参加するためのバスの手配がこの頃難しくなって

いることを聞いています 

 

【大学】 

部やクラブ等の地域貢献活動や他の団体との協働での活動について 

 地域行事への参加、指導者の派遣、小中高への技術指導、スポーツ施設の開放など、大学において

も様々な地域貢献活動が行われています。 

 

 

【体育協会協力会社】 

社員やチーム等の地域貢献活動や他の団体との協働での活動について 

 「地域行事への参加」や「地域の清掃活動等ボランティア活動」が多く行われています。 
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【ホームタウンチーム】 

刈谷市ホームタウンパートナー制度の効果について 

 約 7割のチームが制度の効果があったと回答しています。 

 

具体的な効果の内容 

 「ホームでの試合来場者の増加」や「社員・選手の郷土愛の醸成」に効果があったと回答するチー

ムが多くなっています。 
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